
　　　　　　　　　　テレワーク時代のＪａｖａ開発ツール「Ｗｅｂロボ」

　ＩＴは AI,IOT のあらたな時代を迎えています。また、働き方改革が叫ばれる今、あらたな開発手

法が求められます。それは、プログラム自動生成とネットワークを利用したテレワーク開発に他なり

ません。弊社は１０年余の取り組みを経て、ここに時代の要請に応えるべきシステム「Ｗｅｂロボ」の

提案をいたします。

１： 特徴

　　①Ｗｅｂシステム開発に必要な２０余のパターンを用意し、項目定義のみでＪＳＰ、ＰＤＦ作表、

　　　　アプリケーションＪａｖａソースを自動生成

　　②Ｊａｖａフレームワークは、ＳｔｒｕｔｓよりＳｐｒｉｎｇへの変換プログラムを用意

　　③脆弱性チェックプログラムＯＷＡＳＰ　ＺＡＰによるチェックで、脆弱性ゼロソース生成を志向

　　④テーブル定義での暗号化項目指定により、暗号化復号化処理ロジックを自動生成

　　⑤ＳＤカード試用版をネット公開、サンプルプログラムにより容易に評価可能

　　⑥低額な買取ＳＤカード単体版と、月額使用料でのＶＰＮによるネットワーク版の２タイプを用意

２：導入容易性とコストパフォーマンスと自動化の必要性

　　　Ｊａｖａ開発ツールは高額な買い取りがほとんどで、評価にはそれなりの環境構築作業と習熟

　　時間が要求され、導入リスクが大きいことが普及の障害になっていました。「Ｗｅｂロボ」ではＳＤ

　　カード版の開発とＶＰＮによるクライアント増減が可能な、月額使用料によるネットワーク版の開

　　発によりこの課題を解決しました。

　　　特に後者は、今後一層想定される求人難、働き方改革と生産性アップ対策と、テレワークに

　　よる地方ないし子育て女性による自宅開発への道を開きます。今後ＩＴ業界の東京一極集中、

　　３Ｋ、４Ｋと言われる残業に依存する業界のありようを大きく変えるものと思います。

　　ＩＴの仕事は仕様変更が避けられず、どうしても密接な打ち合わせの必要性とプログラムのセ　

　　キュリティー対策から東京一極集中はやむを得ないものと考えられてきました。しかし、プログ

　　ラムの自動生成化によって、仕様の変更があっても再度自動生成することで後戻り作業は発

　　生せず、一か所に集まる必要性は排除されます。また、ネットワークのステルス化と操作プログ

　　ラムの権限管理によって、十分セキュリティー対策がとれることを確認しています。首都圏にお

　　ける通勤時間、交通費、事務所経費だけを考えても、テレワーク開発ができれば極めて大きな

　　コストダウンになります。更に、自動生成による生産性と個人によってバラツキがあったプログラ

　　ムの共通化は、ソフトウエアの保守性を高め、稼働後も長きにわたって大きなコスト削減が期待

　　できます。

　　　更にこれからのＩＴは、これまでの社内管理システムと異なり、システムそのものが商品である

　　ＡＩ、ＩＯＴの時代を迎え、投資リスクを回避するための低コスト化と商機を逸しないために開発

　　スピードが要求されます。

　　（株）ユーサイドシステム　 　　

　　  http://www.webrobo.jp

　　  youside@webrobo.jp 

　　  04-7114-8094



３：導入事例・実績と役割

　　①Ｗｅｂロボ実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　平成１６年　「Ｊａｖａ自動生成システム」　　福島県ＩＴ産業リーディングプロジェクト採択　　　　　

　　　平成１８年　トスバック　　　　　　　　　　　　Ｗｅｂポスレジ受託開発　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　平成１９年　自社開発　　　　　　　　　　　　フェリカカードによる商店街ポイントシステム　　　　　

　　　平成２０年　自社開発　　　　　　　　　　　　Ｗｅｂ産直用販売管理システム　　　　　　　　　　　　　

　　　平成２１年　相馬双葉合併漁協　　　　　　Ｗｅｂ会計システム受託開発　　　　　　　　　　　　　　

　　　平成２３年　福島県水産試験場　　　　　　操業日誌システム受託開発　　　　　　　　　　　　　　

　　　平成２３年　自社開発　　　　　　　　　　　　地域活性化システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　平成２４年　自社開発　　　　　　　　　　　　記憶活性化システム

　　　●開発実績、開発可能パターン等の資料をダウンロードいただけます。

           http://www.webrobo.jp/product/siryo.html

　　　●ユーチューブに会計システム開発時の動画を掲載しております。ぜひご覧ください。

　　　　　https://www.youtube.com/watch?v=SOXCGQ-bQe4

　　　●Ｗｅｂロボアプリケーション試用版を以下よりダウンロードできます。ぜひお試しください。

　　　　　http://www.webrobo.jp/siryou/webroboaplisetumei.pdf　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　②ＩＯＴでのＷｅｂロボの役割　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ＩＯＴが論じられるとき、センサー等クライアント側技術に目が行きがちですが、データ収集と

　　　それを管理するサーバーサイド側技術が必須で、双方の技術に詳しい技術者が少ないのが

　　　現状です。双方のシステム構築を支援する「Ｗｅｂロボ」の役割は大きくなります。またＩＯＴは

　　　すべてのものがインターネットと連携することになり、益々セキュリティー対策が重要になりま

　　　す。どうしてもセンサー等の部品へ目がいった場合、トータルに物事を考えることが疎かにな

　　　りがちです。特にセキュリティー対策はトータルで考えなくてはなりません。

　　　コンピュータシステムは益々部品化が進み複雑化しますが、その個別部品の品質と信頼性

　　　の向上と同時に、それらの統合化と統合化における信頼性が要求されます。その両方を成り

　　　立たせるためにも、トータルな自動生成システムが必要です。

　　　　今回「Ｗｅｂロボ」にオープンプログラムＯＷＡＳＰ　ＺＡＰによる脆弱性ゼロを目指しておりま

　　　す。これからは何らかの客観的なツールを基準にプログラムの信頼性を評価すべきです。人

　　　手に頼る開発手法では、脆弱性ゼロ達成は困難です。

４：Ｗｅｂロボの定義概要　　

　メニュー　　　



　テーブル定義

　画面定義

　帳票定義

　項目定義



　関数定義

　以上の定義により、Ｗｅｂシステムで要求されるプログラムが、ほぼ自動生成でＪａｖａソースが作成

されます。また、定義されたものはすべて仕様書としてシステムで出力されるとともに、各種部品が

どこで使用されているかの部品管理がデータベース化され、瞬時に閲覧可能です。また、工数の

負荷量を項目数としてとらえ、プログラムパタン本数と項目数よりの見積りシステムを「Ｗｅｂロボ」に

組み込んでおります。見積り時点と開発終了時点では、想定したシステムボリュームがことなり、

往々にしてトラブルになります。あらかじめ、本数単価と項目単価を決めておけば、開発終了時点

での最終見積りをボタンひとつで出力することが可能です。

Ｗｅｂロボ利用料金とあわせて皆様でも見積りできるよう、弊社での受託開発単価表を公表します。

　　http://www.webrobo.jp/siryou/webroboryoukin.pdf

５：ＶＰＮネットワーク版構成　

　　　　　　　ＶＰＮネットワークは丸紅情報システムズ（株）様の極めて柔軟で月単位増減可能な最新システムを利用

　　　　　　　ユーザーサーバーにソースプログラムを生成、実行はサーバー、クライアントどちらでも可能

　　　最後に、「Ｗｅｂロボ」の採用をご検討いただき、お声かけいただければ幸いです。

パートナー企業


